
スマホ・ネットの脅威から子どもを守りたいと思っておられる皆様へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                

推薦のことば     

スマートフォンやゲーム機等インターネットにつながる電子メディア（以下、メディア）は、子どもの生活

や遊びの中に急速に浸透し、メディア接触の低年齢化が顕著となっています。メディア長時間接触による、睡

眠・視機能・体力等生活リズムや心身への影響、また、学力との関連が指摘され、近年、思春期世代の依存の

問題が世界的に注目されています。 

本書は、最新のエビデンスに基づいた、メディアの子どもへの影響について詳細に解り易く示されていま

す。更に、家庭・保育所・学校・医療現場等で、子どものメディアとの関り方について対応や予防等の啓発を

行う上で、重要なポイントが鏤められています。子どもに関わる多くの人が、ネット社会での子どもの育ちに

ついて、理解を深めることが期待されています。 

中島匡博 日本小児科医会「子どもとメディア委員会」委員長・中島こどもクリニック院長 
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スマホ・ネットの長時間接触による健康

被害が顕在化してきました。また、最新の研

究でその要因の根拠も明らかになりつつあ

ります。それらの事実と科学的根拠を分か

りやすく解説し、さらにどうすれば子ども

たちを守ることができるか提案します。 
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